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味 の素 の 国際 マ ー ケテ ィング

食文化とのかかわりにおいて一

1は じ め に

太 田 真 治

日本の食品産業の海外進出がさかんである。1985年 の円高以降,日 本の産業

は,.民生用電子,自 動車等の基幹産業をはじめとして海外進出を活発化させて

いるが,食 品産業においても例外ではなく,海 外直接投資は激増 し,1990年 末

の累積投資額は,約41億 ドルと1985年度末の3.7倍 と大幅に増加しているb。そ

してその展開も目的が,多 様な原料調達や安価な労働力の利用から現地の市場

をにらんだ国際マーケティングを考えるに至っている2㌧ こうした食品産業の

国際マ憎ケティングの発展について何が課題になり,何 が競争優位をもたらし

ているかについて考えていくのが,本 稿の問題意識である。そこには,民 生用

電子,自 動車のような一般的に教科書にある国際マーケティングとは異なった

食品産業特有の国際マーケティングの問題が存在 しているはずであ り,.その解.

明の果たす貢献は,国 内においてもエリアマーケティングが幅をきかす食品産

業マーケティング一般を明らかにすることにもつながると思われる。

本稿では,ま ず,食:品 産業の国際マーケティングにおいて,進 出先の現地に

おける食文化の存在に注目してみることにする¢そして食文化のもたらす問題

をクリアした後の競争優位をもたらす戦略構築については次稿以降で触れてい

1)「 平成3年 度図説農業自書」 農林統 計協会,1992年,127ペ ージ。

2)小 野寺義幸 「食品産業の構造変動」 『1991年版食料 自書現代 の食 と食 品産.業」,食 料 ・農業政策

セ ンター編,1992年,45ペ ージ。
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衷一1主 要な 日本企業 の海外生産比率.(1987-88年)(%)

...

会 社 名 製 品 海外生産比率

旭 硝 子 板 ガラス 50

味 の 素 調味料 70

キ ヤ ノ ン カ メラ,事 務 機 12.6

住 友 ゴ ム タ イ ヤ. 44

ソ 二 一 エ レク トロニ クス 25

東 レ 繊 維,プ ラス チ ック 13

日 産 自 動 車 自動車 18.5

日 本 電 気 エ レ ク トロ ニ ク ス 20

ホ ン ダ 二輪車 26.6

松 下 電 器 家 電 ・エ レク トロ ミ ク ス. 13

ミ ネ ベ ア ベ ア リ ング 98

吉 田 工 業 フ ァ ス ナ ー 80

資料)日 本輸出 入銀 行 「日本企業の経営 のグローバル化戦略」海外投資研究

所報,1989年1,14ペ ージの表か ら作成。

きた い と思 う。 食 品 産 業 に お い て食 文 化 は,国 際 マー ケ テ ィン グに お い て いか

な る意 味 を持 つ の で あ ろ うか 。 我 々 は こ の課 題 に答 え るべ く具 体 的 な事 例 研 究

と して,味 の 素(以 下,製 品名 「味 の素 」 と区 別 す るた め に味 の素 杜 とす る。)

の 主 力 商 品 で あ る う ま み 調 味 料(MSGと もい う。monosodiumglutamate

の 略 で あ る。 以 下,MSGと 表 記 す る。)を 例 に と って 考 察 して い きた い 。 味

の素 社 は,.日 本 の 食 品 産 業 の 中 で 最 も海外 進 出 に積 極 的 で あ り3,,表 一1に み る

よ う に味 の素 社 の 調 味 料 の 海 外 生 産 比 率 も,70%に も及 ん で い る 。 また そ の

海 外 展 開 も古 くは,戦 前 か ら全 世 界 に 向 け て 輸 出 マ ー ケ テ ィ ング活 動 とい う

形 で 行 わ れ て い る4,。ま たMSGは,後 述 す る よ うに 世 界 の 東 西 の 食 文 化 に

3)山 本進介 「食品工業一一「利潤追求型」進出が急増」rM&」1991年5月 号.,230ペ ージ。なお,
同論文には,主 な食品工業の海外進出状況として,海 外進出に熱心な企業 として,味 の素のほか

に,キ リンビール,日 清食「吊.山崎製パン,不 二製油,東 洋水産,ヤ クルト,ポ ッカ,カ ゴメを
あげている。

4}「 うまみ調味料」と命名される身離において,グ ルタミン酸 ナトリウムは,「味の素」との名
称の混同を避けるため,「化学調味料」と称されていた。しかし,「化学調味料.1という名称ぽ,
味噌や醤油と同じように農産物を発酵させて作 られるもののイメージとずれているばかりではな

く,そ の役割や用途など製品の機能を表現するものではなかった。消費者の天然志向の高まりノ
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根 ざ した 商 品 で あ り,そ の普 及 状 況,マ ー ケ テ ィ ン グに 及 ぼす 影 響 を概 観 す る

こ とは,食 品 産業 と食 文 化 の 関係 を見 る う えで た い へ ん 意 義深 い もの と思 わ れ

る。

以 下 で は,第2節 に お い てMSGの 発 明 と食 文 化 との 関 わ り,第3節 に お い
射

てMSGを めぐる食文化の体系,第4節 において食文化と食品産業の国際マー

ケティングについて順次考察していく。

IIMSGの 発明と食文化との関わり

本 節 にお い て は,味 の 素 の 主 力 製 品で あ る グ ル タ ミン酸 ナ トリ ウ ムが,ど う

い う経 緯 で 発 明 さ れ,続 い て そ の性 質 ・製造 法 ・使 用 法 そ して そ の 食 文 化 との

関連 に おい て 詳 し く見 て 行 きた い 。

グル タ ミ ン酸 ナ トリウ ム=MSGが,東 京 帝 国大 学 教 授 池 田菊 苗 氏 に よ って

発 見 され た の は,1908年 の こ とで あ る。 当 時 の東 京帝 国大 学 理 学 部 の池 田菊 苗

教 授 は,湯 豆 腐 な ど に用 い る昆 布 の だ しの うま み に 注 目 し,こ れ につ い て研 究

し,そ の 本体 が グ ル タ ミ ン酸 ナ トリウム で あ る こ とを発 見 した。 こ こで う まみ

とは,グ ル タ ミ ン酸 ナ トリウ ム をは じめ とす るア ミノ酸 系 と核 酸 系 の物 質30数

種 の うま み物 質 をい う。 甘 味 ・塩 味 ・酸 味 ・苦 味 の4基 本 原味 に左 右 され ない

第5番 目の味 で あ る とされ る。 なお う まみ とは,グ ル タ ミン酸 ナ トリウ ム以 外

に もイ ノ シ ン酸 ナ トリウ ム,グ アニ ル酸 ナ トリウ ム等 の 以 降順 次 発 見 され て い

く物 質 が 存在 す るが,こ こで は,味 の 素 社 の 製 品 戦 略 の 歴 史 を 分 か りや す くす

るた め に,う ま み を グル タ ミ ン酸 ナ トリウ ム に絞 って 考 え る こ と とす る 。 当時

日本 で 売 り出 され,や が て海 外 へ も販 売 され て い く うま み調 味料 誓 ま,グ ル タ

ミ ン酸 ナ トリウ ムの こ とで あ る。

グ ル タ ミ ン酸 ナ トリ ウ ムは,昆 布 の エ キ ス を構 成 して い る物 質 で あ る が,実

＼ とともに,モ れは商品イメージに有利 なもので もな くなった。そ こで,業 界あげて 「うまみ調味

料」 とい う名称の普.及に尽力 し,定 着 させた 。味の素株式会社編 「味をたがやず一 味の素80年 史

一」味の素株式 会社,1990年,496-499ペ ー ジ。
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際 の製 法 に昆 布 は用 い られ て お らず,小 麦 や 大 豆,最 近 で は,糖 蜜 が用 い られ

る 。 グ ル タ ミン酸 ナ トリ ウ ムの 製 法 に は大 き く抽 出法 と発 酵 法 の2通 りが存 在

す る。 抽 出法 と は,小 麦 や 大 豆 の 植物 蛋 白 を塩 酸 に よ り加 水 分 解 し直接 グル タ

ミン酸 を抽 出す る方 法 で あ り,塩 酸 を使 用 す る ので 環 境 に悪 い ほ か,副 産物 と

して澱 粉 ・ア ミノ酸 液 が 出 るの で,そ の市 況 に よ りMSGの 原 価 が左 右 され る

と い う こ とが あ る。 そ もそ もMSGの この製 法 は,池 田菊 苗博 士 が,昆 布 か ら

グ ル タ ミン酸 ナ トリ ウ ム=MSGを 取 り出す と き に用 い た 方法 で あ り,こ の特

許 を味 の素 社 の 前 身 で あ る鈴 木商 店 が 買 い 取 る形 で,MSGの 事 業 化 が な され

た ので あ る。

次 に発 酵 法 で あ るが,発 酵 法 の導 入 は,ユ956年 に協 和 発酵 に よ り行 わ れ,つ

い で 味 の 素社 が 実行 し,世 界 的 にみ て も1960年 代 に は.一般 的 に な ってい るが,

原 料 は,精 密 で,澱 粉(サ ツ マ イ モ,ト ウモ ロ コ シ,イ モ の一 種 で あ る タ ピオ

カ な ど〉 や酢 酸 が用 い られ る とと もあ る。 これ に 自然 界か ら取 り寄 せ られ た.発

酵 菌(グ ル タ ミ ン酸 生 成 菌)を 利 用 して グ ル タ ミン酸 を作 り,次 に発 酵 液 か ら

グ ル タ ミ ン酸 を分 離,精 製 を し,さ ら に中和 ・精 製 ・結 晶化 して グ ル タ ミ ン酸

ナ トリ ウム を製 造 す る もので あ る。 これ は,従 来 の タ ンパ ク質 分 解 法 に比 べ て,

プ ラ ン ト建 設 費 が 約10分 の1で 済 み,ま た工 程 数 が 少 な く,か つ 連 続 的 で 自動

的 な操 作 が 容 易 な上,原 料 が 豊 富 か つ安 価 で 収 率 も良 く製 造 期 間.も短 い 。 そ の

結 果,製 造 コス トが 大 き く下 が り,副 産物 が 出 な い ので そ の処 理 に困 る こ と も

な く,現 地 生 産 とい う事 業 の 海外 展 開が 可 能 に な った 。 しか し,そ れ は 同 時 に,

国 内,海 外 で の競 争 過 多 を もた ら し,淘 汰 の過 程 で,MSG事 業 は,装 置 産 業

化 す る に い た っ てい る。本 稿 で は,食 文 化 と国際 マ ー ケ テ ィ ング とい う観 点 か

らMSGの 普 及 とそ の マ ー ケ テ ィ ング の果 た した 役 割 につ い て 考 察 す る た め,

時 期 を戦 前 にあ わ せ,抽 出 法 によ るグ ル タ ミン酸 ナ トリウ ム生 成 を 考 え る た め,

輸 出 中心 的 なマ ー ケ テ ィ ン グに お け る海 外 進 出 を扱 うこ とに な る 。

さ て,う ま み 調 味 料 は,小 さ じ1杯3,7㌘ を振 りか け る こ と に よ り,使 用 す

る ので あ るが,広 くほ とん どの料 理 に使 って うまみ を 出 し,そ の材 料 の持 つ お

曙ー
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い し さ を引 き 出す 基 本 調 味 料 的 な 性 格 を持 っ て い る5,。ま た,中 間投 入 の 生 産

財 と して加 工 食 品 メ ー カ ー に使 用 され,そ の食 品本 来 の味 を引 き立 た せ る こ と

を ね らい とす る。 発 売 が 開 始 され た 日本 に お い て は,と りあ えず 最 終 消 費 財 と

してMSGは,用 い ら れ た 。 「味 の素 」 を うま み調 味 料 と して発 売 し始 め た 当

時 の 味 の 素社 の プ ロモ ー シ ョン を見 る と,新 聞広 告 で は,理 想 的 調 味 料 と して

「味 の素 」 を位 置 づ け,昆 布 や鰹 節 との比 較 広 告 が 用 い られ てい る し,媒 体 の

経 済 性 か ら選 ば れ た チ.ン ドン屋 にお い て は,「 鰹 節 や 昆 布 の 代 用 品 に な る味 付

け」 が,キ ャ.ッチ フ レー ズ に な って い る。 パ ン フ レ ッ トで は,味 の素 の 使 用 法

を記 し,競 合 商 品 を昆 布 や鰹 節 とみ て,.そ れ ら との経 済 性 や タ ンパ ク質 の 量 の

違 い を訴 え て い る。 「味 の素 」 が 発 売 され た 当 時,味 の 素 の競 争 相 手 は,伝 統

的 な 昆 布 ・鰹 節 に よ る 調 理 と味 付 けの 慣 習 や 信 仰 で あ った%し か し,そ の こ

とは,事 業 の海 外 展 開 を行 って い く場 合,昆 布 ・鰹 節 に よ る調 理 と味 付 けの 慣

習や 信 仰 そ して そ の味付 けが 幅広 く受 け入 れ られ て い る地 域 一 うまみ を理 解 す

る こ とが で きる地 域 に しか 「味 の 素」 は普 及 しに くい とい うこ との裏 返 しで も

あ った。

IIIMSGを め ぐる食 文 化 の 体 系"

食文化.とは,.いかなる定義がなされるのであろうか。そもそも食文化の属す

るタームである文化的価値は,文 化人類学 と消費者行動を統合化する概念であ

り,あ る特定の人種的集団あるいは特定の文化的集 団に対する企業のマーケ

5>太 田静行rう まみ調味料の知識1幸 書房,1994年,200ペ ー ジ。

6)小 島直記 「販売戦略の先駆者」 中央公論社,1989年,認一35ペ ー ジ。

7>本 節 を叙述す るに当た り、以下の文献を参照 した。ただ し,煩 雑であ るうえ にその必要性 もな

.いと思われ るので逐一参考.文献 との対 照は しない。

石松成子他 「食文化か らみた食生活論」さんえい出版,1988年

河野友美 「旨味の旋律』H本 経済評論社,1986年

河野友美 「食文化 と嗜好」光琳.1991年

河村洋二郎,.木 村修一編rう ま味」 女子栄養大学 出版 部,1987年

柳 田友道 『うま味の誕生』岩波新書,1991年

雑誌 『食 の科学」,『食品 と科学」,「食品工業』 の各号

■
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テ ィ ング ・ミ ックス の 多 種 多様 の構 成 要素 が 決 定 され,ま.た 実施 可 能 な マ ー ケ

テ ィ ング戦 略 が 引 き出 され る際 に有 用 な 基準 を提 供 す る%食 品 を提 供 す る こ

.とを な りわ い と して い る 人 々 は,そ の基 準 を無 視 して は,商 売 が 成 り立 た な い

.で あ ろ う。 荒 川 〔1991〕 は,食 文 化 の定 義 につ い て 以 下 の よ うに して い る。 食

文 化 と は,「 あ る集 団 が,食 に 関 して 共 有 して い る と想 定 さ れ る知 識 ・意 味 ・.

技 術 等 の 内容 か ら な る全 体 」9,であ る。 また 氏 は,そ の 具 体 的 内 容 につ い て3

つ 挙 げ,「 調 理 手 順,良 い 生 鮮 食 品 の見 つ け 方 ,あ る コ ンテ キ ス トに お い て あ

る 料 理 を食 す る こ とか ら読 み 取 れ る意 味 」ゆ と して い る。 本 稿 で は,食 文 化 が.

食 品産 業 の 国際 マー ケ テ ィ ン グに 与 え るイ ンパ ク トとい う観 点 か ら,荒 川 の 食

文 化 の具 体 的 内 容 か.ら3番 目の 要 素 を重 視 し,私 は,食 文 化 を 「あ る集 団が 保

有 す る対 象 に対 す る可 食 性 の 判 断 とそ の選 好 順 位 を司 る体 系」 と考 え た い。 こ

の節 で は,以 下,MSGを め ぐる食 文 化 の体 系 につ い て 考 察す るが ,MSGは

マ ク ロ的 にみ る と東 西 の 食文 化 の体 系 と大 き く関 わ って お り,こ こで は まず,

東 西 に分 類 され る食 文 化 の体 系 につ い て簡 単 に見 て い くこ.とにす る。

ユ ー ラ シ ア大 陸 に お け る伝 統 的 な食 文 化 につ い て み る と大 き くみ て東 西 の2

類 型 に分 け られ る。 主 食 に お け る類 型 を見 る と図 一1の 通 り,.ユ ー ラ シ ア大 陸

の 西半 分,ヨ ー ロ ッパ か ら中央 ア ジ ア にか けて の広 大 な領 域 は,小 麦 文 化 圏,

も し くは ム ギ類+イ モ類 文 化 圏 に含 まれ て い る。 ま た,ユ ー ラシ ア大 陸 の 東 側,

イ ン ド世 界 か ら東 南 ア ジ ア,日 本,朝 鮮 半 島,中 国南 部 地 域 は,依 然 と して コ

メ文 化 圏 の 中 に あ る。

東 西 に お け る この よ うな 主食 に お け る違 い は,コ メの 起 源 が,ア ジ アの ア ッ

サ ム ・雲 南 地 域,ム ギの起 源 が西 ア ジア の チ グ リス ・ユ ー フ ラテ ス川 地 域 とい

うよ.うに,湿 熱 地 帯,砂 漠 地帯 とい う気 候 の違 い が 極 め て 大 きい 。 す な わ ち コ

8)文 化の多様性、従って価値観の多様性 を重視する文化人類学者 に対 し,単 にコス ト・ベネ
フィットの観点からのみ ヒトの食品の嗜好を探ろうとした書に,Ha1τi5.M、GOODTOEAT
RiddlesofFoodandCulture,1985年 ,板 橋作美訳 「食 と文化の謎」岩波書店.1994年 がある。

9)荒 川止也 「食文化の文化間移転に関する基本的考察」流通科学大学論集一流通経営編一,】991
年,69ペ ージQ

10)同 上,69ペ ージ。
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図 哺1世 界 の 主 食 文 化 の 四 大 類 型 と乳 利 用

200zo4060901u01201401601呂 じ160L4q120Lα)805040

9AOPA4060eolm120140HO180工6014012010080.60"0

出所:石 毛直道編 『世界の食事文化」 ドメス出版,1973年152.一153ページ。

メ は,比 較 的 気 候 に恵 まれ て い る地 帯 で しか 生育 で き ない の に対 し,ム ギ+イ

モ類 は,寒 冷 ・乾 燥 地 帯 にお い て も生 育 す る の で あ る 。 しか し,東 側 は,炭 水

化物 ・タ ンパ ク質 ・脂 質 の 三 大 栄 養 素 を 植 物 性 食 品 で 十分 に まか な え る の に対

し,西 側 に お い て は,こ れ らの 栄 養 素 を 植物 性食 品 の みで まか な う こ と は不 可

能 で あ る こ とは否 め ない こ とで あ った 。 そ こで,.西 側 の住 民 は,東 側 の住 民 と

異 な り,肉 類 や 乳 類 な ど,動 物 性 食 品 に 依 存 す る よ うに な った ので あ る。 整 理

す る と,ユ ー ラ シア大 陸 の 西 側 は出 自が 大 陸 で あ る こ とか ら,大 陸 特 有 の環 境

に影響 さ れ た 。す なわ ち大 陸 は海 か ら遠 く,さ らに水 に も乏 しい砂 漠 地 帯 が 多

く存 在 した こ とに よ り,植 物 よ り もタ ンパ ク源 と して 家畜,水 資 源 と して乳 が

.有 効 で あ っ た ので あ る。 こ こで 乳 利 用 圏 の 図 一2は,示 して あ る とお りで あ る

が,こ れ は,乳 製 品 に お け るマ ー ケ テ ィン グを考 察 す る 意 味で も意 義 深 い図 で

あ る。 ま た牛 乳 が 摂 取 可 能 か を決 定 す る ラ ク トー ゼ とい う乳 糖 を分 解 す る酵 素

ラ ク ター ゼ を人が 分 泌 す るか ど うか もお よそ この 図 に 沿 って い る 。基 本 的 に は,

エ ー ラ シ ア大 陸 の西 側 が 牧 畜 民 族 で 形 成 さ れ,東 側 が 農耕 民族 で 形 成 され る こ

と にな つ.たの で あ る。 これ はす なわ ち 食 文 化 の 観 点 か らみ る と,西 側 の牧 畜 民

ー

ー

-雪

辱



味の素の国際マーケティング(309)79

族 に おい て.は,基 本 的 には 牧 畜 で 図一2世 界の伝統的乳利用文化圏

肉食 ・乳 利 用 そ して ム ギで あ り,

東 側 の農 耕 民 族 にお い て は,基 本

的 に非 牧 畜 で コ メ 主体 そ.して魚 で

あ る とい うこ とで あ る。 肉食 型 国

家 と魚 食 型 国 家 の分 布 は,図 一3

の通 りで あ る。

こ う した 東西 の基 本 的 な食 文 化

の 違 い は,実 際 の 食生 活 に お いて

ど う影 響 す るので あ ろ うか 。 基 本

原 味 の1つ で あ る うまみ との 関 わ 出所;河 村洋二郎、木村修_編rう ま味、P49よ り

りにお い て み て い ぎだい 。 まず,

牧 畜民 族 と して の西 側 に おい て は,肉 や 根 菜 を さ ま ざ ま な脂 肪 に溶 け る スパ イ

ス で マ ス キ ン グす る料 理 が 発 達 し,補 完 的 に乳 製 品 を 用 い る とい う食:生活 と

な った。 こ う した スパ イ 冬の 強 烈 な刺 激 や 重厚 な油 脂 の 質感 の あ る食 べ 物 にお

い て は,他 に塩 味 さ えあ れ ば,特 別 に 微 妙 な うま み を補 強す る必 要 は ない 。 そ

こで 食 材 の保 存 に も優 れ た 香 辛 料 の 文 化 が 発達 した 。.

次 に農 耕 民 族 と して の 東 側 にお い て は,肉 ・乳製 品が 欠如 して お り,動 物性

タ ンパ ク質 を魚 か ら摂 取 す るほ か は,穀 物 に含 まれ る植 物 性 タ ンパ ク質 が 主体

とな る。 植 物 性 食 品 が 中 心 で あ る食 生 活 で は,そ の 中 に多 い カ リ ウ ム との バ ラ

.ンス を とるた め に,生 理 的 に ど う して もナ トリウ ム源 で あ る塩 をあ る程 度 と ら

な けれ ば な ら ない 。 そ こで 自然 の 植物 の採 取 か ら,そ の保 存 のた め の 乾 燥,穀

類 や 魚 介 類 を塩 と ともに 腐敗 さ せ た発 酵調 味料 が 出現 した。 それ は野 菜 主 体 の

料 理 に は,塩 だ けで は 物 足 らな い た め,多 くダ シが 用 い られ る よ うに な った こ

と とあ い ま って,こ れ が うま み の 文化 の発 達 につ なが った の で あ る。

こ こで は,農 耕 民 族 と して の東 側 に お い て発 達 した う まみ につ い て も う少 し

詳 しくみ て お こ う。 うま み とは,生 物 の筋 肉組 織 が,死 後 の 自動 的 な発 酵 現 象

.

ー
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図 一3主 要 国 の畜 肉 と魚 の 摂 取 量(1976'4).(年 間1人 当 た りkg)
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と微 生 物 の 働 きに よ って 作 り出 さ れ る 物 で あ り,そ の生 成 主 体 に よ り穀 醤 ・魚

醤 ・草 醤 とに分 類 す る こ とが で きる 。 す な わ ち穀 醤 は,米 ・麦 ・豆 を発 酵 させ

た 物 で あ り,代 表 的 な 食 品 と して 味 噌 ・醤 油 が あ り,魚 醤 は,魚 介 ・鳥 獣 肉 に

塩 を含 ませ 発 酵 さ せ た物 で,代 表 的 な食 品 と して塩 辛 ・魚 醤 油 が あ る。 ま た草

醤 は,十 字 花 科 植物 ・果 実 ・海草 に塩 を含 ませ た物 で 代 表 的 な食 品 と して 野菜

の 漬 物 が あ る。 こ こで 東 側,つ ま り図一2よ る と東 ア ジ ア ・東 南 ア ジ ア に示 さ

れ る区 域 に お い て 発達 した うまみ 食 品 につ い て み て み る と以 下 の 表 の通 りで あ

る 。

ニ ョクマム ベ ナ ム

旦 鼓 中 国

醤 ジ ャ ン 韓 国

イン ドネシア

ナ ンブラー タ.イ.

醤.油 日.本

これ ら の地 域 にお い て は,先 述 の通 り ダ シを使 用 す る文 化,ス ー プ料 理 が発

達 し,そ の 汁物 料 理,魚 醤,穀 醤(魚 醤 ・穀 醤 に お い て は,そ れ ぞ れ 東 ア ジ

ア ・東 南 ア.ジア に優 越性 が み られ る。 これ は,図 一4の 通 り。)な どの食 べ物 の

発 達 した 地 域 にお い て うま み化 学 調 味 料=MSGが 普 及 した の で あ る。 換 言 す

る と,東 ア ジ ア ・東 南 ア ジ アの民 衆 は,こ れ ら の料 理 とMSGが 相 性 の 良 い物

で あ る こ とを 本 能 的 に知 って い る と.いえ るで あ ろ う。 西 欧 や北 米 にMSGが 普

及 す るの は,家 庭用 で は な く,主 に加 工 用 と して で あ り,そ の需 要 量 も東 ア ジ

ア ・東 南 ア ジ アに比 べ る とか な り低 い のが 現 状 なの で あ る(表一2参 照)。

IV食 文化 と食品産業の国際マーケティング

第2節,第3節 と味 の素 杜 の主 力 製 品 で あ った グ ル タ ミン酸 ソー ダ=MSG

に つ い て の概 要 とそ の うまみ と して 食 文 化 に占 め る位 置 につ い て考 察 して きた 。

本 節 で は,こ れ まで の議 論 をふ ま えな が ら味 の素 社 の 国際 マ ー ケ テ ィ ング を事

例 に しつ つ,食 品産 業 の 国 際 マ ー ケテ ィン グを行 う際 の留 意 す べ きポ イ ン トと
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図一4ア ジ ア ・東南 アジ アの 調味 料 文 化 圏

出所:河 村洋二郎,木 村修一 編 「うま味iP38よ り

表 一2MSG(う ま味 調 味料)の 世 界 の推 定 需 要 量

日刊 経 済 通 信社 調(単 位:ト ン}

地 域 別 需 要 量 地 域 別 需 要 量

日 本 92,000
.

西 欧 56,000

台 湾 .30,000 東 欧2} 6,000

韓 国 50,000 北 米.・ カ ナ ダ 40,000

タ イ 35,000 中 南 米 18,000

マ レ ー シ ア

フ ィ リ ピ ン

5,500

10、00〔}

ア フ リ カ ・

オ セ ア ニ ア51
25,000

イ ン ド ネ シ ア

ベ ト ナ ム

60,000

.40,000

その他 アジア ・

中 近 東
25,,000

中 国1, 150,0⑪0 計 642,500

注〕1.20万 トンの需要量 ともいわれる2,ソ 連を含む3ナ イジェリ.アな.

ど西ア7リ カ中心

出所1「酒類食品統計月報」1993年5月 号

して マ ネ ジ リ アル な視 点 か ら食 文 化 を とら え直 して見 る こ とに しよ う。

こ こで は まず,食 品 産 業 の 国際 マ ー ケ テ ィ ングの 環境 要 因 と して の食 文 化 と
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図 一5国 際 マ ー ケ テ ィ ン グ課 業

勢力(1)
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(6}

販売促進
1流通経路

地 経 済状 況

理 準

〔4〕

(5)流 通構 造

外 国 諸 環 境

(統 制不 ロ1.能〕

出 所:Cat⑳ra.P&Hess.M邦 訳 「国 際 マ ーケ テ ィ ン グ管 理.P10よ り

い う観 点 か ら見 て い く こ とに す る。 企 業 の行 う国 際 マ ー ケ テ ィン グ にお け る環

境 の統 制 可能 要 因 ・統 制 不 可 能 要 因 に注 目 した の は,カ トー ラ ・ヘ ス 〔1975〕

で あ る。 氏 は,「 マ ー ケ テ ィ ン グ管 理 者 の課 業 は,マ ー ケ テ ィ ング 目標 が 達 成

され る よ うな方 法 で,統 制 不可 能 な諸 要 素 を考 慮 し,統 制 可 能 な い し決 定 の諸

要素 を組 み 合 わ せ る こ とで あ る」11,とし,外 国諸 環 境 の 統 制 不 可 能 要 因 と して

文 化 諸 勢 力 をあ げ て い る(図一5)。 企 業 に とっ て,文 化 的 価 値 は,統 制不 可 能

で あ る と され てい るの で あ る。 そ れ に対 して,マ ー ケ テ ィ ング一般 の 文献 か ら

考 え る と コ トラ ー 〔1991〕 に お い て は,.マ ー ケ テ ィ ン グ環 境 と して ミク ロ環

境 ・マ ク ロ環 境 を と らえ,文 化環 境 を マ ク ロ環 境 に分 類 して い る。 これ らの環

境 は,企 業の 統 制 に対 し,タ イ ムベ ー ス の考 え方 を導 入 し,マ ク ロ環 境 は,短

期 的 に は 変 え に くい が,長 期 的 に は 変 え る こ とが で き る もの も あ る と して い

11)C臼tビora.P&Hess.M,InternationalMarketing.1975.角 松.止 雄.江 夏 健 一,竹 田 史朗 監 訳

『国 際 マ ー ケ テ ィ ング 管 理』 ミネ ル ヴ ァ書 房,1979年,10ペ ー ジ.
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る12,。食 品産 業 の 国際 マ ー ケ テ ィ ング に お い て,食 文化 が 重 要 な 要 因 で あ る こ

とは,キ ー ガ ン 〔1989〕 の 考 察 紛 を 見 て も明 らかで あ るが,食 文化 と食 文 化 を

変 容 させ よ う とす る企 業 の マ ー ケ テ ィ ング カ の 力 関係 につ い て は,さ ら に検 討

の余 地 が あ りそ うで あ る。 そ こで,味 の素 社 のMSGの 海 外 展 開 の 歴 史 に振 りむ
返 って研 究 を進 め て い くこ とに しよ う。.

.味 の 素 社 にお い てMSGの 海外.市場 と して は じめ に 目が 向 け られ た の は,朝

鮮 や 台 湾 で あ った 。 味 の 素社 のMSG輸 出 の最 初 の タ ー ゲ ッ トに朝 鮮 や 台 湾 が,

選 ば れ た 形 にな った の は,こ れ ら の地 域 が 当時 の 日本 の 植 民 地 下 にあ っ.たこ と

が 大 きい で あ ろ う。 当 初 はMSGは,現 地 に在 住 す る 日本.人向 けで あ った が,

次 第 に現 地 人 に も普 及 し,大 きな マ ー ケ ッ トと な っ てい る。 当 時(1913年)の

味 の素 社 の 社 長 二代 鈴 木 三郎 助 の 長男 で 販 発 ・宣 伝 面 を受 け持 って い た鈴 木 三

郎(後 の 三 代 屯郎 助)は,「 宣 伝 して い る 内 地 で 売 れ な い で,た い して宣 伝 も

しな い外 地 で 売 れ る と言 う の は,ど う し.てだ ろ う。」 と述 懐 して い る】〈)oMS

Gが 彼 らの 問 に 受 け 入 れ られ る理 由 と して は,中 国 料 理 の存 在 が あ った。 中 国

料 理 にお い て,そ.の 料 理 に加 味す る た め に高 価 な鳥 や 肉汁 を隠 し味 と して用 い

て い た が,そ れ をMS.Gで 代 用 す る よ う に な っ た の で あ る]5,。「熱 帯 に近 い の

で,衣 住 に そ れ ほ どの 費 用 が かか らず,勢 い食 事 に は比 較 的 多 くの 金 を惜 しま

な か った か ら」1のとい う背 景 の も とで,「 中国 料 理 の コ ックた ちは,日 本 の板 前

と違 って,や か ま しい伝 統 もな い し,そ の 上,す こぶ る合 理 的 な 考 え を持 って

い る。 つ ま り,経 済 的 で う ま くさ え あれ ば,ど ん な品 物 で も採 用 ず る わ け 」17>

で あ り,中 園料 理 とMSGが 嗜 好 的 に合 い,そ の 結 果,屋 台 や小 料 理 屋 が,M

8Gを 使 い,そ れ が一 般 家 庭 に 壱普 及 す る形 でMSGが 爆 発 的 に朝 鮮 ・台 湾 そ

12)Koder.P,MarketingManagement,7thedition.1991,PP,135-151.

13)キ ーガンにおいては,国 際マーケティングにおいて消費財の中でも特に,.食品産業の場合にお

いて,文 化的な差異に敏感であるとし,ス ープの例,コ ーヒーの例,ソ フ トドリンクの例が挙げ

られている。Keega]1」,GlobalMarketingManagement4thedition.1989,PP.123-125、

14)小 島直記,前 掲書,81ペ ージ。

15)故 鈴木三郎助肩伝記編纂委員会 『鈴木三郎助伝」,1932年,101ペ ージ。

16)鈴 木三郎助 「味に生きる』実業之日本杜,1961年,106ペ ージ。

17)小 島直記,前 掲書,81-82ペ ージ。..
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して 中 国 へ と受 け入 れ られ て い くよ うに な っ た ので あ る。

MSGが,食 文 化 上 合 わ な い とされ て い る ア メ』リカ につ い て は ど うで あ ろ う

.か 。 鈴 木 三 郎 は,朝 鮮 ・台 湾 ・中国 にMSGが 普 及 して い くと1917年 に ア メ リ

カ にMSGを 売 り込 み に 渡航 して い る が,MSGが,日 本 国 内 にお い て もま だ

評 価 され て い な い 時 代 で もあ り,ア メ リカ市 場 開拓 は,時 期 尚 早 で あ り,総 じ

て 低 調 で あ った 。 そ れ か ら13年 後 の1930年 に ア メ リカ市 場 の テ コ入 れ の た め,

改 め て ニ ュー ヨー ク事 務 所 を 開設,従 来代 理 店 を通 じて 販 売 して い たMSGを

直 接 販 売 に 切 り替 え,ス ー パ ー シ ー ズ ニ ン グ とい う名 称 で 売 り出 し,一 流 新 聞

を用 い て 広 告 を 出 して い る。 しか し,香 辛 料 文 化 の ア メ リ カ人 に は,MSGM

理 解 さ れ ず,業 務用 の生 産財 とい う位 置 づ け にお い て 成 功 す る こ とに な る。 料.

理 ・栄 養 関 係 の 専 門 誌 に広 告 を掲 載 しなが ら,料 理 店,ホ テ ル,学 校,病 院,

食 品 会 社 に 直接 売 り込 み をか げ た結 果,ハ イ ン ツ,キ ャ.ンベ ル な どの大 手 メ ー

カー が 大 量 発 注 し,販 売 の 基 礎 が 築 か れ る こ とに な つ だ8}。 こ こで 面 白い の は,

一 旦 は 消 費 者 向 け の 製 品で 挫 折 したMSGが
,.ア メ リカ にお い て も業 務 用 の生

産 財 か ら家 庭用 の 消 費財 へ も需 要 が 増 えて い く こ とで あ る。1932年 に お い て二

代 鈴 木 三 郎 助 を た た え る伝 記r鈴 木 三郎 助 伝』 に お い て は,下 ニ ュー ヨー ク の

大 新 聞 紙 の 廣告 面 に 「味 の素 」 と云 ふ 日本 文 字 が輝 か し く見 い 出 され る。 大 食

料 品 店 や 百 貨 店 の店 頭 に て,赤 い 罐 の 味 の 素 が 陳 列 され て あ る。 海外 に在 っ て

之 を 見 る我 が 同胞 は,と て も愉 快 で た ま らぬ 。 ツ イ祖 国 を偲 び て,い つ しか 目

頭 が 熱 して 來 る さ うで あ る。」珊 と あ り,販 売 法 や広 告 法 を研 究す る専 門 の週 間

雑 誌 に お い て,「Aiinomotoと い う文 字 を ア メ リカの 辞 書 に挿 入 せ よ」 とい う

表 題 が で るほ ど に味 の 素 は発 展 して い る こ とに も触 れ て い る牝 味 の 素 の輸 ・

移 出 高 の 表(表一3>を.見 て も,1932年 か ら1934年 に か け て味 の素=MSGの

普 及 が 急速 に進 んで い る こ とが わ か る。

18)味 の素株式会社編 「味をたがやす一味 の素80年 史一1味 の素株式会社,1990年,76ペ ー ジ。

19)故 鈴木三郎助君伝記編纂委貝会,前 場書,116ペ ージ。

20)同.ヒ,116ペ ージ。

,
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表 層3「 味 の 素 」 の 輸 ・移 出 高 〔単 位:ト ン)

年 度 台 湾 朝 鮮
「満州」(含

「関東州」)
中 国 南 洋

ア.メリ カ

そ の 他
計

昭和2年. 58 40 21 27 9 11 158

3 79 42 27 29 5 14 195

4 102 48 30 66 4 9. 258

5 112 51 24 62 5 4 257

6 113 58 24 39 5 4 243

7 156 67 54 12 5 16 310

8 175 80 94 34 15 37 娼4

9 261 103 121 72 22 220 798

ユ0 359 136 155 90 36 221 ユ006,

11 483 175 207 84 38 29ユ 1373

12 546 213 278 98 29 341 1,510

(注1)ア.メ リカの昭和2年,4-10Vは 推定。

(注2)樺 太を除 く。

(注3)外 地の現 地生産分 を含 まず。

出所:『 味 をたがやす一味の素80年 史一」139ペ ー ジより。

マ ー ケ テ ィ ン グ は,近 年 い よ い よ学 際 的 に研 究 が 進 め られ て い るが,こ こで

は社 会 学 に お け る社 会 心 理 学 の 立場 を援 用 して これ まで のMSGの 普 及 過程 を

整理 してみ る こ と に し よ う。新 製 品 の 普 及 を考 え る点 に おい て 社 会 心 理学 の手

法 は,き わ め て有 効 で あ る。 こ こで は,2つ の ポ イ ン トが 指 摘 され 得 る。 まず

第一 に は,MSGを 新 製 品 とみ な し,そ の普 及 とい う観 点 か らみ れ ば,MSG

とい う新 製 品 に対 し,そ の と ら え方 が,東 南 アジ ア と欧米 とい った 地 域 に よ り

ま ち ま ち で あ る と い う こ とで あ る。 ロバ ー トソ ン 〔1969〕 は,す べ て の新 製 品

に は 市場 に認 め ら れ る新 しさ の度 合 い に差 異 が あ る.とし,そ れ を イ ノベ ー シ ョ

ン とい う概 念 に お い て と ら え,(1)調 和.的 イ ノベ ー シ ョン(2)連 続 的 イ ノベ ー

.シ ョン ③ 動 態 的 連続 的 イ ノベ ー シ ョン ㈲ 中絶 的 イ ノベ ー シ ョ ンに分 類 し,

そ の こ とが 新 製 品 の 受 容 の 範 囲 と速 度 に影 響 す る と して い る3%こ れ は,MS

21)良 。h。.t、。。.S,・Th。N。wP,。d・ ・t団ff・ ・i。・P眠 船 ・,"A㎜ 血・・nM・ ・k面 ・gA団 ・d・ti・nP・ ひ

ceedings,1969June,p.81.
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Gに つ い てみ れ ば,ア ジ アに お け るMSGは 調 和 的 イ ノベ.一シ ョンに,欧 米 に

お け るMSGは 加工 用 は,動 態 的連 続 的 イ ノベ ー シ ョ ンに,家 庭 用 で は,中 絶

的 イ ノベ ー シ ョン に相 当 す るで あ ろ う。 この よ うな 「新 しさ の 度 合 い 」 の 決定

要 因 は,や は り食 文 化 の違 いで あ ろ う。 これ は,ロ ジ ャー ス 〔1962〕 が,イ ノ

ベ 」 シ ョ ンの 採 用 率 に 影 響 を 与 え る 要 因 と して 挙 げ て い る(1)相 対 的 な利 点

(2〕適 合 性(3>複 雑 性(4)可 分 性(5)コ ミュ ニ ケー シ ョ ン可 能 性 の5つ の 要 因 の

うち,適 合 性 が.食文 化 と対 応 す る こ とで 示 さ れ て い る とお りで あ る駄 第 二 に

は,MSGの 普 及 の歴 史 に お いて 食 文 化 と企 業 に よ るマ ー ケ テ ィ ング カ の力 関

係 は,単 純 で は な い。MSGを 普 及 させ て い るの は,製 造 業 者 以外 の販 売 業 者,

宣 伝媒 体 とい う企 業 の マ ー ケ テ ィ ングカ に限 らず,消 費 者 自身 ひ い て は と りま

く環境 すべ て の 直接 的 ・間接 的 な普 及 努 力 が 存 在 す る,と い う観 点が 必 要 な の.

で は なか ろ うか 。味 の 素社 の歴 史 を見 て も,「 味 の 素 」 が 大 き く受 け入 れ られ

るか ど うか の ポ イ ン トに板 前 の 気 質 が 進 取 的 で あ る か ど うか が 問題 と な っ てい

る。板 前 が 合理 的 に考 え て,積 極 的 にMSGを 採 用 した 内地 で は 関西 や 外 地 に

お い て は台 湾 や 朝 鮮,中 国 で は,「 味 の素 」 の普 及 も格 段 に早 か っ.たので あ る。

つ ま り,板 前 が オ ピニ オ ン リrダ ー と して の役 割 を 果 た して い た ので あ る。 こ

の議 論 は,ロ コ ミや パ ブ リシ テ ィの 活 用 を い か に 図 る か が,ト ラ イ ア ル に よ っ

て しか 製 品 の価 値 が 理 解 され に くい 新 製 品 に お い て いか に有 効 で あ るか を示 す

もので あ る。

さ て残 され た 問 題 は,MSGの 普 及 努力 に対 し,食 文 化 が どの 程 度 の 拮抗 力

を有 してい るか で あ ろ う。 これ は,現 在 の 味 の素 社 が 海 外 展 開 の 重 点 地 域 と し

て考 えて い る地 域 を 見 る と分 か りやす い。 す なわ ち,東 か らの 「醤 油 文 化 圏」

と西 か らの 「スパ イ ス文 化 圏 」 が 交 わ る イ ン ドシ ナ とい う表 現 で,イ ン ドシナ

以 東 を 相 変 わ らず 重 視 して い る こ とで あ る勘。 そ して,「MSGを め ぐる食 文

22)R口gers.E,Di((usionofInnovations,1%2藤 竹 暁 訳 「技 術 革 新 の 普 及 過 程 」 培 風 館,1966年,

87ペ ー ジu

23)日 経 産 業新 聞,199ユ 年10月26日 付



B8〔318}.第158巻 第3号

化 の体 系 」 の節 で 掲 げ た主 食 類 型 の 図 も,15世 紀 以 来 今 日まで ほ とん ど変 化 し

て い な い の で あ る。 食 品産 業 の 国際 マー ケテ ィ ン グに と り食:文化 の存 在 は,容

易 に 革新 させ え な い高 い環 境 の ハ ー ドル を形 成 して い るよ うで あ る。
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